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高齢者施設実習において，看護学生が捉えた認知症高齢者との
関わり場面から得た学び

中澤 明美，山下 菜穂子，山田 ノリ子

了德寺大学・健康科学部看護学科

要　旨

　本研究は，本学看護学科3年次生が，高齢者施設実習において認知症高齢者との関わり場面から何を学

び得たか，その内容を明らかにすることを目的とした．本学看護学科3年次生で高齢者施設実習終了後に

グループで記載したレポートの「認知症高齢者との関わり場面」と「そこから学んだこと」の部分を取り

出し記述データとして質的に分析した．結果，印象的だった関わり場面は，「何度も同じことの繰り返しや」，

「その場その場で感情や行動が変化し対応に戸惑う」ことがある一方で，「指導者の適切な対応で利用者が

納得した」場面など21の具体的場面が明らかになった．その場面から，「まずは対象を理解しようと聴く

姿勢を持ち」，「繰り返しわかりやすく丁寧に伝えること」，「行動や言葉の裏にあるものを考える」など認

知症高齢者との関わり方の基本を学んでいた．学内の講義での基礎知識を基に実際に認知症高齢者との関

わりを通し学生自身が学び取った内容は，今後の認知症ケアに関する教育に活かせると考える．
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Abstract

　The purpose of this study was to clarify what the third year students of the nursing department of our university 

learned from the activities with elderly dementia persons in elderly facilities practice. This study shows the result 

of qualitative analysis of “the activities with elderly dementia persons” and “what the student’s learned from the 

situations from the impressions of the students such as in situations. where: “the elderly dementia persons said the 

same thing repeatedly.” and “their emotions and behaviors changed.”
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Ⅰ．はじめに

　我が国では急速に人口の高齢化が伸展している．平成28年には高齢化率27%を突破し，4人に1人が65歳

以上の高齢者となっている1） ．人口の高齢化に伴う社会的課題の一つに，要介護高齢者と認知症高齢者の
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増加がある．平成27年1月に厚生労働省から出された認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）によ

ると，認知症の人の数は平成24年では462万人，65歳以上の高齢者の7人に1人と推定されている．さらに，

認知症の予備軍といわれている軽度認知障害（MCI：mild cognitive impairment）者数は400万人ともい

われ，認知症の人の数は800万人を突破している．このような社会的背景をもとに認知症高齢者に対する

看護の質の向上が求められており，看護基礎教育においても認知症ケアに関する教育の重要性が指摘され

ている．

　看護基礎教育における認知症ケア教育に関しては，認知症模擬患者を導入した演習2）やコミュニケー

ション技術習得のための体験学習3）など様々な取組みが報告されている．しかし，認知症高齢者の症状と

その対応は，その時その状況による違いや個人差があり認知症の学習を終えていても看護学生（以下，学生）

は，教科書通りの関わりができないことが多い4）．高齢者看護学実習における先行研究では，学生が実習

で関わった認知症高齢者に対する困難感に関する研究5）6）7）やどのような感情や気持ちを抱いたかという

報告がされている8）9）10）．また，認知症高齢者を対象にした実習の学びの報告もある11）12）．しかし，臨地

実習において学生は具体的に認知症高齢者とどの様に関わっているのだろうか，その関わり場面から何を

学び得たか，という報告はみられなかった．そこで，学生が高齢者施設実習において認知症高齢者と実際

どのような関わりをしているのか，そこから何を学び得たのか，その内容を具体的に明らかにすることで

今後の認知症ケアに関する教育に活かせると考えた．

Ⅱ．研究目的

　本研究は，本学看護学科3年次生が，高齢者施設実習において認知症高齢者との関わり場面とそこから

何を学び得たか，その内容を明らかにすることを目的とした．

Ⅲ．研究方法

１．研究デザイン

　質的記述的研究デザイン

２．協力者

　本学看護学科3年次生で，高齢者施設実習（臨地実習）と学内実習を終えた学生のうち，研究の同意が

得られた者70人である．

３．高齢者看護学実習Ⅱ（以下、施設実習とする）の概要

１）実習目的

　加齢に伴う変化や健康障害により施設で生活する高齢者を理解し，よりよい生活支援に向けて必要な知

識，技術，態度を修得する．

２）実習方法

・実習単位は，1単位（45時間）．

・特別養護老人ホーム，介護老人保健施設，介護付き有料老人ホーム，高齢者複合施設などの６か所の施

設を使い，1グループ3～5人で実習する．
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・施設の日課に沿って行動し，入所者の理解に努め，必要な援助を指導者と共に実施する．

・月曜日～金曜日の5日間のうち月曜日から木曜日が臨地実習，金曜日は学内実習である．

　学内実習では，グループごとに指定の記録用紙（資料1）の内容に基づきワークをし，その結果を用紙

に記載する．その後，全体発表・質疑応答による意見交換にて学びの共有化を図る．

４．方　法

１）データ収集期間

　平成28年11月～平成29年2月までである．

２）調査内容・方法

　調査内容は，学内実習で学生が記載した記録用紙の[認知症高齢者との関わりやコミュニケーション

を通して印象的だった場面]と[この場面から考えたことや学んだこと]の記載内容であり，学生が記述した

内容をほぼそのまま記述データとした．（なお，一部言い回しが分かりにくい文章を意味内容は変えず分

かりやすく表現した箇所がある．）認知症高齢者との関わり場面は，あくまでも学生が判断した場面であ

り関わった高齢者個々の認知症の種類や程度はわからない．

３）分析方法

　記述データを何度も精読し，①[認知症高齢者との関わりやコミュニケーションを通して印象的だった

場面]の具体的な実際の場面を取り出し（小分類），意味の類似性に基づき分類し（中分類）場面の種類を

命名した．さらに，中分類の類似性と相違性を検討し場面を大分類化した．②[この場面から考えたこと

や学んだこと]の記述データから具体的な学びの内容を表現した文脈を切り取り（小分類），①と同様に意

味の類似性に基づき分類し命名した（中分類）．中分類の類似性と相違性を検討し学びの内容を分類した（大

分類）．データの分類や命名に関しての検討は，高齢者看護を担当する教員複数名で実施した．

５．倫理的配慮

　本研究は，了德寺大学生命倫理委員会の承認を得て行った（承認番号：2926）．研究協力は強制でないこと，

個人は特定されないこと，科目成績評価は終了しており成績とは一切関係ないこと，結果は紀要などにて

公表することなど口頭と文書で説明し同意を得た．

Ⅳ．結　果

１．学生が捉えた印象的だった認知症高齢者との関わり場面

　印象的だった認知症高齢者との関わり場面は，大きく2つ【指導者・スタッフの関わり方，援助方法を

見て印象に残った場面】と【学生自身が認知症高齢者に関わり，援助をする中で印象に残った場面】に分

類された．具体的な実際の場面は21場面であり，この21場面を類似性に注目しまとめた結果，8種類の場

面（中分類）が抽出された．以下，実際の場面（小分類）は「　　」，場面の種類（中分類）は[　　]　場

面（大分類）は【　　】で説明する．詳細は，表1に示す．

　【指導者・スタッフの関わり方，援助方法を見て印象に残った場面】は，「無気力で反応が乏しい利用者

への食事介助」を[適切な介助により食事が進んだ]場面や「帰ると繰り返す入所者」や「確認してと何度
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もいう利用者」へ[適切な対応によって利用者が納得した]場面，また学生が「いきなり怒られて戸惑って

いる」と適切なタイミングで[助け舟を出してもらい救われたと感じた]場面から構成された．もう一方【学

生自身が認知症高齢者に関わり，援助をする中で印象に残った場面】は，「話が支離滅裂になり食事がは

じめられない人」に[自分なりに食事介助を実践したがうまくいかなかった]場面や「30分ずっと同じ話を

され」たり「同じことを何度も聞かれたり」するなど[何度も同じことの繰り返しに戸惑う]　また，[怒ら

れて戸惑う]場面が含まれた．さらに，[同じ人でもその時その時，その場その場で感情や行動が変化し戸

惑い]ながらも「話を聞くことで満足げ」だったり「話しかけると話ができた」りと[自らコミュニケーショ

ンを取ることができた]と感じた場面から構成された．

２．認知症高齢者との関わり場面から学生が得た学び

　学生の学びは，大きく2つ【認知症高齢者への対応方法・関わり方の基本を学ぶ】と【認知症そのもの

への理解を深める】に分類された．具体的な学びの記述内容は33個あり（小分類），意味内容の類似性に

注目しまとめた結果，10個の学び（中分類）が抽出された．以下，学びの具体的記述内容（小分類）は「　

　」で，その内容をまとめた中分類は[　　]，学びの大分類は【　　】で説明する．

詳細は，表2に示す．

　【認知症高齢者への対応方法・関わり方の基本を学ぶ】は，「何を訴えようとしているのか理解しようと

向き合い」「聞こうとする気持ちが大切」と[まずは理解しようと聴く姿勢]を持つことを学んだ．次に説明

は，「何度でも繰り返し説明し」たり「目線を合わせて説明し」「言葉だけでなく実際に見せたり丁寧に接

する」など[繰り返し，わかりやすく丁寧に伝え]，[不安を除き安心感を与える対応]が大切だと関わり方

の基本姿勢を学んだ．「帰りたいの訴えは何らかの不安感の表れ」「その言葉の裏にある気持ちは違う」と

気づき[言葉や行動の裏にあるものを考え対応する]，[1人ひとり状態に合わせた細やかな対応]をすること，

「言葉だけでなく触れることも大切」など[非言語的コミュニケーションの活用]や[正確に事実を伝えるこ

との大切さ]などの対応方法・関わり方の基本を学んでいた．一方の【認知症そのものへの理解を深める】

では，「昔の話はよく覚えているが，今話した直前のことは忘れる」ことがあり「初対面の人には敏感であっ

たり」「負の感情は思い出しやすい」など[認知症の症状，特徴を理解する]ことができた．「人的環境が影響

を与えBehavioral Psychological Symptoms of Dementia（以下，BPSD）につながる」など[BPSDの原因，

誘因を考える]ことができ，なによりも[まず認知症を正しく知ること]の大切さを学んでいた．

Ⅴ．考　察

１．学生が印象的に捉えた認知症高齢者との関わり場面が示唆すること

　学生が捉えた印象的だった認知症高齢者との関わり場面は，「学生自身が関わり援助する中で印象的に

感じた場面」と，「指導者やスタッフの関わり方を見て印象的に捉えた場面」に大別された．看護学生や

看護師が認知症高齢者との関わりで抱く感情についてはいくつかの報告がある．西村らの報告では8），認

知症高齢者に看護学生が抱く感情には，予期しない言動に驚き，思いが通じないもどかしさを感じながら

も受け入れてもらえて嬉しい，一緒にいて楽しいなどの肯定的感情も抱いていた．髙野らは4）　看護学生

が認知症高齢者との関わり時に抱く感情として，同じことを何度も話し，理解不能な言動や易怒的な言動

に対して，戸惑う，困る，難しい，悩む，驚くなどの感情があるとしている．杉田らは13），一般病棟に勤

務する看護師の抱く感情にも，認知症高齢者のやさしさに癒される，認知症患者の理解が深まると楽しい，



121

という肯定的感情がある反面，かかわり方がわからないし手間がかかるので困る，認知症患者の反応にイ

ライラするや暴力や離棟が恐ろしいなどの否定的感情があることも明らかにしている．このように学生や

看護師は，様々な感情を抱きながら認知症高齢者と関わっているが，それらは，今回抽出された印象的場面，

[何度も同じことの繰り返しに戸惑う]，[怒られて戸惑う]，[その場その場で感情が変化し戸惑う]の場面で

も同様の感情が働いていたと推測される．一方，このように戸惑いながらも，自ら話しかけると話ができ

た，「うん，うん」と聞くと満足げな様子がみられたなど自らコミュニケーションを取ることができたこ

とが印象的と捉えていた．このように学生は，認知症高齢者にどう対応してよいか戸惑いながらも，何と

か関わりを持ちたいと思い実習しているのだろう．そして，指導者やスタッフの関わり方や対応方法をつ

ぶさに観察し，その観察の中から，無気力で反応のない高齢者が適切な食事介助で食事がすすみ，スタッ

フの適切な声掛けや対応で高齢者が納得する姿をみることは，学生にとって印象深い場面だったと思われ

る．さらに，自らどうしてよいか戸惑っているとき，指導者が適切に助け舟を出してくれたことは，何よ

り印象深い場面として印象的だったと推察される．

　印象的だった関わり場面を明らかにすることで，高齢者施設実習において学生は何に戸惑っているのか，

指導者はその戸惑いに気づきどう支援しているのか，そして指導者やスタッフがどの様なロールモデルを

示しているのか，が明らかになった．高齢者施設実習では，教員の実際場面での指導介入は少ない．今回

の分析結果を実習施設の指導者やスタッフに伝えるなどの連携を深めることで学生の実習における学びを

支えていくことができると考える．

２．認知症高齢者との関わり場面から学生が得た学び

　認知症高齢者との関わり場面から学生が得た学びは，「認知症高齢者への対応方法・関わり方の基本」

と「認知症そのものへの理解を深める」ことの2つに大別された．認知症ケアについて学生の使用してい

るテキスト14）では，認知症高齢者とのコミュニケーションの基本として①大人の言葉を使う　②ゆっく

り低く落ち着いた声の調子　③簡単な言葉と短い文章を用いる　④静かな環境で　⑤非言語的コミュニ

ケーションを用いる　⑥一度に複数のメッセージを盛り込まない　⑦伝わらない場合は言いかえてみる　

⑧時間をかけて聞き，待つ　⑨軽く触れる，アイコンタクトを持続する　⑩昔話を引き出す，と記載され

ている．学生が実際に記載した具体的な記述データを見ると「何度でも繰り返し説明する」「説明が長いと

わからなくなる（短文でわかりやすく）」「目線を合わせて説明する」「言葉だけでなく触れることも大切」「非

言語的コミュニケーションを取り入れる」「笑顔で対応する」「不穏状態のときは落ち着くのを待つ，見守る」

「聞こうとする気持ちが大切」などが挙げられ，テキストと同様の内容について実践を通して実際に学ん

でいることがわかった．

　福岡らは11）認知症グループホーム実習での学生の学びとして「認知症の方との接し方の理解」「認知症

の症状の理解」「個別性の看護」「医療機関連携」の4つをあげている．道繁らも12）介護老人保健施設とグルー

プホームでの学生の学びを分析し「環境を整える」「生活援助」「コミュニケーション」「医療従事者としての

態度」「看護職が配置されることの意味」などを明らかにしている．今回の分析では，実習における認知症

高齢者との印象的だった関わり場面から得た学びを抽出したため，先行研究に示された「医療機関連携」

「環境調整」「看護職が配置されることの意味」については抽出されなかった．しかし，「まずは理解しよう

と聴く姿勢」をもち「繰り返し，わかりやすく丁寧に伝える」努力をすることや「不安を除き安心感を与

える対応」を心掛け「言葉や行動の裏にあるものを考え対応する」など認知症高齢者への対応方法・関わ
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り方の基本を再確認しながらBPSDの原因，誘因を考えること，そして何よりもまずは認知症そのものを

正しく知り理解を深めることの大切さを学んでいたことは，高齢者施設実習での大きな成果といえる．

３．研究の限界と今後の課題

　本研究は，高齢者施設で実習し認知症高齢者との関わり場面から看護学生が何を学び取っていったかを

明らかにしたが，このような場面ではこのような学びが得られる，という視点での分析ができていない点

は，限界といえる．今後の分析方法の課題としたい．例えば，このような場面ではこのようなことを学び

取ることができるということが明らかになれば，学内での演習授業に活かせるだろう．認知症ケアをどう

学生に教授するかは高齢者看護教育にとって大きな課題である．中原ら2）は，模擬患者を使った認知症ケ

ア演習を実施し，学生が高齢者と接すときの態度やコミュニケーションの工夫，環境づくりなどの学びを

得ている．実際に学生が臨床の場で遭遇するだろう認知症高齢者との関わり場面を教材化し，よりリアリ

ティーのある授業につなげることも今後の課題である．

　さらに，今回は認知症ではない一般高齢者との関わりから学生が何を学び取るのか，その違いを比較し

た研究ではないためそこは明らかになっていない点が限界である．

Ⅵ．結論

　学生が高齢者施設実習において，印象的だった認知症高齢者との関わり場面は，①スタッフの適切な介

助や声掛けにより利用者が良い方向に変化した場面　②学生自身がどうかかわってよいか戸惑っている時

にスタッフに助け舟を出してもらい救われたと感じた場面　③学生なりに対応したが上手くいかなった場

面　④逆に上手く関われた場面　が挙げられた．

　認知症高齢者との関わり場面を通して学生が得た学びは，①まずは，理解しようと聴く姿勢で接し，認

知症高齢者の言動の裏にあるものを考え，わかりやすく丁寧に伝えることや安心感を与える対応など，認

知症高齢者への対応の基本　②BPSDの原因，誘因を考え認知症のそのものへの理解を深めることの重要

性が明らかになった．
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